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「湖風会」平成 26年度 第 3回 役員会議事録 №42 

日時 ： 平成 26年 8月 9日(土)  13：45～15 : 45 

場所 ： 「湖風会館」 

出席者 (敬称略) 役員 ：岡田・松下恭・辻・大森晢・中村・桐畑・安寺・玉井・柳沼・若林(松下欣代理) 
        記録係： 事務局 / 中村 

定足数確認  役員総数 25名  出席 10名 委任状 11名  計 21名 ［定足数 2/3可］ 

配布資料 ・平成 26年度第 3回 役員会資料    
     ・第 2回 開学 20周年記念事業実行委員会報告 

 
※ 岡田会長あいさつ 

        非常に悪いお天気の中ご出席ありがとうございます。今回から監事も出席する予定でしたが、    
台風につき、欠席となりました。先月 24日急遽川口副理事長と、協議をもち、20周年記念事
業実行委員会を湖風会抜きで実施するとは、どういうことかと尋ねました。その後、7 月 30
日実行委員会に北川さん、松下恭さんが出席したので、詳しいことは本日説明してもらいます。  

 
 
   議長 ： 辻 ひとみ 氏 (  芹翠会 ) 

［議  題］ 
○ 報告事項       

1. H.26年度 第 2回役員会 6月 14日(土)開催議事録の確認 
2.活動委員会・支部からの報告について 
 ・広報委員会 
   7月 7日（月）委員会を開催。前回議事録の確認。4月 1日から「あなたは、宛先不明者に

なっていませんか」を大きく掲載している。県大生の会費納入状況のグラフを表示した。 
   アクセス状況の確認、掲載記事の評価を再考してから、アクセスが 2倍になっている。 
   校内の写真をまめに掲載するよう心掛けている。 
   システムの見直し、改善をした。クラス会写真の掲載を 6枚から 9枚に訂正した。 
   県立大学開学 20周年、短大 65周年の広報記事をアップする計画をしている。 
   アクセス数は、月締めでチェックしている。 
   次回は 11月 10日（月）に開催予定。 
・名簿管理委員会  
   7月 18日（金）サラトとの打ち合わせ。 6月 30日（月）20周年記念実行委員会の会議事

項を受けて、名簿編纂に向けてのスケジュールを協議する。 
   7月 30日（水）20周年記念実行委員会の会議に名簿管理委員会として出席、協議した。 
・就職支援委員会 

       7月 3日（木）就職支援委員会の予定だったが、実動は来年なので、まだ協議するには、 
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時期尚早の為中止した。 
       9月に就職支援委員会開催予定。 

・滋賀支部 
   8月 23日（土）役員会開催予定。 

記念クラス会を勧めている。 
       湖風祭に「湖風会館」を開館する事や、9 月 14 日（日）クラス会の学内見学の案内につい  

て、協議する予定。 
・工学部学友会 
   7月 10日（木）会社訪問を開催。京都の片岡製作所へ、機械システム工学科 3回生 

54名、引率教員、学友会役員計 64名の参加。 
8月 24日役員会開催予定。         

 ・人間文化学部 
2月と 4月に、県立大学の人間文化学部卒 OBと協議して、話を詰めている。 

 
 
○ 審議事項 
  1. 県立大学開学 20周年記念事業計画について 
   ・県立大学との協議過程／体制、事業計画など  
      役員会資料、第 2回 開学 20周年記念事業実行委員会報告参照  
          名簿発行は、当初予定どおり平成 28年 11月にする。 
      大学は 20周年を機会に基金を設立する。基金への募金募集案内文を湖風会会報臨時号に同

封する予定。 
   ・湖風会としての役割／名簿編集、歴史的資料蒐集（単位同窓会）など 
   ・湖風会創立 10周年記念事業との関連／新規格の提案など タイムスケジュール 
      役員会資料、実施事項の対策案参照 
      記念誌に、時系列で事実を記録しておきたい。 
      展示物の件は、担当を日置さんとする。後に「湖風会館」に展示する。 
      通常総会開催を開学 20周年記念式典と同日に開催してはどうか。懇親をする趣旨からする

と、慌ただしいのではないか。会長改選の年なので、同日開催は無理ではないか。大学が

記念式典を盛大に行いたいのであれば、同窓会として人数を集めることで存在意義を高め

る事が出来る。結論は保留。 
       平成 27年 3月に会報の臨時号を発刊する。内容は 20周年記念式典に特化し、会員全員に

送付する。本来の会報は予定通りに発行する。予算はサラトで見積もりを取ったところ、

200万円ほど。臨時号を発行する事を決定する。 
募金募集の件。大学からの資料を会報に同封する事は賛成。振込用紙に氏名印字して送付す

ることが、募金獲得に意味を成す。プラス 20万円ほど。する方がよい。 
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2. 役員の選任について 
 ・湖畔の会  
    欠員が出ているので、補充の必要有り。 
 ・県立大卒 
    欠員が出ているので、補充の必要有り。選出方法を考えて行く必要がある。 
 ・評議員の選任状況 
    今年 5月に学生支援の方から、教員に伝えた。 
 ・特別会員（教員関係） 
    特別会員から、各学部 1 名ほど役員を選出すれば良いのではないか。会則を変更する必要

がある。まず、現職教員にも特別会員になって頂くよう、依頼をする。 
3. その他 
  ・湖風祭のパンフレット広告掲載について 
    滋賀支部が開館するので、その PRもしたい。昨年通り 5万円で広告を掲載する事を決定。 

 
 
 

 
次回： 平成 26年度 第 4回 役員会 
     平成 26年 10月 11日（土）  13：45～  「湖風会館」 


